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研究成果の概要（和文）：平成 18年 4月より 2２年 3月までの 4年間に例会を 20回、研究会
合宿を 2回（神戸市立大学、東北大学）行い、この間、研究会のニューズレター『異郷』（年 3
回発行）を no.21-32計 12号を刊行し、論文集『ロシアと日本』を 2冊（vol.7,8, 2008年 3月、
2010年 3月）を刊行した。 
 
研究成果の概要（英文）：During four years between 2006~2010 we held 20 regular meetings 
and 2 intensive meetings (at Kobe Univ. and Tohoku Univ.), and published 12 news letters 
(no.21-32) and two collections of articles(vol.7,8) .  
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 4,000,000 0 4,000,000 

2007年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

2008年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

2009年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

総 計 14,900,000 3,270,000 18,170,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：日露交流、ロシア革命、難民、共生、異文化理解 
 
１．研究開始当初の背景： 
当研究会は平成 9 年-12 年度、13 年‐16 年
度に学術振興会より科学研究費補助金を得

て研究会活動を行ってきたが、この度の 4年
間はその継続である。 
 
２．研究の目的： 
ともすれば軋轢の多い日本とロシアの近代

における関係を、人と人の交流を中核とした

文化交流の跡を辿ることにより多角的に明

らかにすることを通じて、両国が文化的にい

かに深く影響しあっているかを明らかにす

ることを目的とする。 
３．研究の方法： 
各自のテーマに即して研究活動を展開し、そ

の成果を 2ヶ月に一度、年５回の例会にて順
次披瀝しあい、情報を共有しつつ、２年に一

度の論文集でその成果を集約する。その間、

例会に研究分担者、連携研究者以外の人々を

も招聘し情報の提供を受け、各自の研究の深

化と発展を助成する。 
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４．研究成果： 

4 年間に例会を 20 回（年 5回）開催した、そ

の成果はその都度ニューズレター（年 3 回、

計 12 号、通巻 21 号‐32 号）、共同論文集 2

冊（2 年に一度、通巻 7,8 巻）を刊行した。 
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ｐｐ．307－321． 
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